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鴫門西地区自治振興会

勝田 勝彦

鴫 Pヨ西地区自治振興会は、住民が自主的に地

域の活性化と振興を図るための色々な活動を

行つています。特に新興住宅地として人□も増
加していますので、住民間のコミュニケーショ

ンと親睦を図るために、学校や老人会、婦人会

など地域の各種団体が中心となり、色々の行事
を行っています:今回は各部会の年間の主な行
事を紹介します。

環境部会では、7月に「はまほう祭り」、
10月に「コスモス祭り」など、「鴫門市花衛
道・地域づ<リネットワーク」に積極的に参加
し、「花いつぱい運動」の実施で、「花の町鴫門

西」をめざしています。

体育部会では、3月と11月に健康増進と親
睦を目的に「三世代交流グラウンドゴルフ大

会」を行つています。今回で30回を迎え、 1
5年間続いている行事です。最近は子どもの参
加が少な<なり、高齢者の愛好家の大会となつ
ています。2月には平成 10年の「小鴫門大橋
開通」を記念して「うすしお歩け歩け大会」を
12年間続けています。早春の小鴫門海峡を眺
めながら、毎年 100人余りの人が参加してい
ます。

『颯 J…

文化部会は特に「青少年の健全育成」を目的
に子どもたちといっしょに参加する行事を行
つています。8月には「鳴門西地区夏まつり」
を「鴫西連」の子どもたちと、婦人会の「フラ

ダンス」や「鳴門小唄」の踊りなどを披露して
います。10月には「鴫Fヨ公民館まつり」で各
種団体参加のパザー、「鴫ちゅるうどんとおに

ぎり」の高齢者への無料食事サービス、歌や踊
りの「芸能祭」。12月には人権教育推進の「鳴
門西文化祭」。 1月には「左義長と昔の遊びの
伝承」。3月には「ビッグひなまつり」。5月の
「端午の節旬」など、地域の伝統文化の継承の
ための行事を行つています。
この様に子どもや高齢者を中心とした催し
を学校や地域の各種団体の協力で行うことに
よって、地域内の人々の交流と親睦を深め「安
全で美しく明るい住みよい町」づ<りを進めて
います。

社会奉仕清勲コ練

はまぼう祭り、コスモス祭り

などを開催し、鴫門を「花の衛」

にと活動している、鴫門市花街

道・地域づ<リネットワークが

緑綬褒章に選ばれました。

参加と協働を成功させるデザインを描こう !!

【日 時】平成22年 12月 4日 (上)11:00～
12月 5日 (日)9:00～ 16:00

【会 場】ふれあいの里・さかもと 3階会議室
【内 容】1日目 参加協働型社会に向けての

活動デザイン論の獲得を目的とする
2日目 環境 NPO・ デザイン学習を具体的・

実践的な活動に繋ぐことを目的とする
【講 師】世古T穂氏、佐俣―志氏、中平徹也氏
【定 員】20名
【対象者】環境 NG00 NPO活動に関わっている方

組織運営力向上に関心ある方
【参加費】looo円 (両日通しての研修資料代)

☆本講座は1泊 2日の集中講座になっており、
別途宿泊費が必要

【申込み締切り】平成22年 11月 20日
【申込み先】NPO法人 環境と<しまネットワーク事務局

FAXOo 8-687-2276
コスモス療
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声 の 広 報 活 動 の あ ゆ み

私達『はまぼう』の歴史と活動を少し紹介さ

せて頂きます。

昭和57年頃より、市役所職員の方達4名が
自主的に録音しテープを視覚障害者の方に発

送しておりましたが、63年頃より広報制作ボ
ランティアを市民から募集し、平成2年鴫Fヨ市
と声の広報制作グループとの間に業務委託契

約を結び、音訳グループ名を鴫門市の市花『は

まぼう』と名付け正式に活動を開始しました。

活動内容としては、毎月発行の“広報なると"

と年4回発行の “市議会だより"を、視覚障害
者の方達へ、テープデッキを使いテニプに吹き

込み利用者の方々20名程に郵送しておりま
す。現在ボランティア会員は15名、3名が一
組となり毎月の吹き込みを担当します。又対面

朗読で利用者の御希望の雑誌、本、使用説明書

等にも対応しております。

今は90分テープー巻を毎月の広報に使用
しておりますが、紙面全部がどうしても90分
一巻内に納まらず、広報のどこをカットすれば

良いのかで頭を悩ませる事もあります。利用者

の方々には広報に書かれている事は、どんな事

でも情報としてお伝えしたいとrT・ うのです

が 。・・ 0。 ・ 000。 時代はCD化になり、

地域ささえあい研修会
地域でより効果的な地域包括ケアを

実践してい<ためのネットワークづくり

時】2011年 1月 23日
10:00～ 15:30

所】鴫門市地域地場産業振興センター

容】 基調講演
パネルディスカッション、

分科会等

【間含せ先】

さわやか福祉財団

さわやかインストラクター四国2プロック

奮000-7147-7359(斉 藤)

音訳グループ「はまぼう」代表 三木 佳奈子

CDになるとその様な問題も解決できるめで
すが、行政側もどの様に支援して頂けるか、又

私達もどの様に対応していけるかが今後の課

題の一つです。

他の市町村で、同じ様に活動している方達と

年2回程交流会を開き情報交換をしたり、又外
部講師を招き勉強会等も開き、よりよ<聞きや
すい声の広報をお届けしたいと頑張つており

ます。もし興味のある方がございましたら月末

にボランティア室で、吹き込み発送等しており

ますので、ぜひ一度見学に来て<ださい。とて
も、気のおけない楽しい会です。

皆様のおいでをお待ちしております。

輩佳0紺 ルー7この―

孤
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齢者の予防型コミユニテイブくり

地域コミユニ|テ|1連携講座

【日 時】 平成22年 12月 3日
14:00～ 16:00

【場 所】 ふれあい健康館2階
第4会議室

【内 容】 遺言のススメ
【講 師】 麻野 信子氏
NPO法人さわやか徳島理事長

【参加費】 無料
【人 数】 30名 (要予約)
【申込み先】 ここまつぷ事務局
. 8080-2980-6531

日
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新しい NPO法人が誕生しました。
よろし<お願いします。

「子育て応援団レインボー」

【事務所】鳴門市撫贅町黒崎字松島6-15
【理事長】Jヽ笠原 晴美
【目 的】この法人は、鳴P3市内において育児・

保育の支援に関する活動を行うこと

により、鴫Pヨ市の子どもたちの健全

な成長と次世代育成に寄与すること

を目的とする。

【分 野】保健・福祉、社会教育、まちづ<り、
子どもの健全育成

【事 業】巡回親子教室等の子育て支援広場
子育てコンシェルジュ賛成

子育てサポート相談

子育てインフィメーション

赤ちゃん家庭訪間
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壕鞭 ●動成

◇応募資格

・特定非営利活動法人

・ 3年以上の実践活動歴を有する任意団体
◇助成対象

a「環境と経済との調和」に資する活動

b「環境と科学技術との調不B」 に資する活動

◇助成金額

1件 150万円 (上限)
◇締切日

平成23年 1月 21日
◇間含せ先

(当日消印有効)

日立環境財回事務局

803-3257-o851

◇助成対象活動

1.子どもを対象とする体験活動や読書活動
【体験活動】

自然体験活動

科学体験活動

交流を目的とする活動

社会奉仕体験活動

職場体験活動

その他の体験活動

【読警活動】

読み聞かせ会、読書会、お話会等

2.子どもを対象とする体験活動や読警活動
を支援する活動

◇助成対象団体

1.一般社団法人または一般財団法人
2.特定非営利活動法人
3. 1及び2以外の法人格を有する団体
4.法人格を有しないが、活動を実施する
ための体制が整っていると認められる

団体

◇助成金額

市区町村規模 限度額 100万円
都道府県規模 限度額200万 円
全国規模   限度額600万 円

◇助成対象期間

平成23年 4月 1日から
平成24年 3月 31日までの間に行われ
る活動

◇締切日

平成22年 12月 5日 (当日消印有効)
◇間合せ先

独)国立青少年教育振興機構
子どもゆめ基金部助成課

803-579o-8117
フリーダイヤル 0120-579-o81


